
　
「
い
し
か
り
博
物
誌
」２
０
０
回
で
取
り

上
げ
ら
れ
た
地
域
は
、南
は
花
川
か
ら
北

は
雄
冬
ま
で
。市
全
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま

す
。さ
ら
に
は
市
内
だ
け
に
収
ま
り
ま
せ

ん
。外
国
の
先
住
民
文
化
と
の
比
較（
第

47
回
）や
１
９
１
１
年
の
ト
リ
ノ
万
博（
113

回
）、地
球
規
模
の
気
候
変
動（
第
29
、93

回
）、地
球
外
生
命
?（
第
133
回
）ま
で
、

石
狩
を
見
る
視
点
は
世
界
、宇
宙
に
も
広

が
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

こ
の
26
年
の
間
に
も
、い
ろ
い
ろ
な
変
化

が
起
き
た
り
、新
た
な
発
見
が
追
加
さ
れ

て
き
ま
し
た
。い
ち
ば
ん
大
き
な
変
化
は
、

や
は
り
２
０
０
５
年
の
石
狩
市
・
厚
田
村
・

浜
益
村
の
合
併
で
し
ょ
う
。南
北
約
70
㎞

に
伸
び
る
ま
ち
と
な
り
、旧
石
狩
市
で「
い

ち
ば
ん
高
い
山
」は
阿
蘇
岩
山
頂
そ
ば
の

標
高
約
3
6
0ｍ
地
点（
第
17
回
）で
し
た

が
、今
は
群
別
岳（
１
３
７
６ｍ
）で
す
。

　

連
載
開
始
時
に
は
発
掘
調
査
の
真
っ

最
中
だ
っ
た
石
狩
紅
葉
山
49
号
遺
跡
は
、

２
０
０
３
年
に
調
査
終
了
。出
土
遺
物
は

９
万
点
以
上
と
な
り
、そ
の
一
部
が
石
狩

市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た（
第
142

回
）。チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
神
様
、石
狩
弁
天
社

と
金
龍
寺
の
鮫
様
像（
第
15
回
）は
北
海

道
指
定
文
化
財
と
な
り
、黄
金
山
は
国
の

名
勝
に
な
り
ま
し
た（
第
101
回
）。

　
　
　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　　

海
や
空
に
目
を
転
じ
る
と
、２
０
０
１

年
に
は
マ
イ
ナ
ス
23
・１
℃
と
石
狩
で
の
観

測
史
上
３
番
目
に
低
い
気
温
を
記
録（
第

29
回
）し
ま
し
た
が
、そ
の
後
は
暖
か
い
年

が
増
え
ま
し
た
。本
来
は
亜
熱
帯
に
暮
ら

す
貝
や
ク
ラ
ゲ
が
流
れ
着
い
た
り（
第
93
、

194
回
）、ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
が
現
れ
た
こ
と
も

（
第
129
回
）。

　

石
狩
の
自
然
や
歴
史
は
、２
０
０
回
で

も
ま
だ
ま
だ
語
り
尽
き
ま
せ
ん
。調
査
や

資
料
収
集
は
こ
れ
か
ら
も
何
十
年
、何
百

年
と
続
き
、知
ら
れ
ざ
る
石
狩
の
姿
や
新

た
な
発
見
を
、皆
さ
ん
に
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

（
志
賀
健
司
）

石
狩
っ
て
、ど
ん
な
と
こ
ろ
？
そ
の
答
え
と
し
て
、市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
て

ほ
し
い
石
狩
市
の
自
然
や
歴
史
を
紹
介
す
る「
い
し
か
り
博
物
誌
」。

１
９
９
９
年
に
連
載
ス
タ
ー
ト
し
、今
回
、第
２
０
０
回
を
迎
え
ま
し
た
。

■文化財課 いしかり砂丘の風資料館☎62・3711 ※火曜休館問
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新しい鮭を

石狩警察署
恵比寿様 村山家住居 鮭皮の服 化石のたまご カエデとカシワ 大火の痕跡

ラベル 石狩観光の始まり セピア色の サケ缶の食べ方 鮭漁の図 幻の海浜ホテル 明治のスケッチ 移動する河口

珍しい教科書 鰐と鮫様 石狩の鮭 江戸・南部大畑 厚田尋常小銀杯 浜益の古書 地球外生命!? 戦争の碑

博物誌の博物誌 見える高い山 黒く輝く石

地名と植物 虎の名と動植物

浜辺の頭蓋骨

銀貨と瑠璃

サケの手

風媒花

鮭漁と星座

カシワの葉

イルカの手

不老不死クラゲ

博物誌100回

石狩の遺跡

謎の漂着物

イルカの足

漂着たたき棒

鮭たたき棒

古くないけど

アキグミ

四角い穴事件

弁財船

三岸好太郎竪穴住居跡

世界が見える

シャチの骨

鮭恵比寿

資料写真

石狩の海の色

石狩おばけ現る

プラの海辺

アオイガイ

考古学歴史学

アクセサリー

アオイガイ正体

タコに寄生虫?

沖縄から軽石

越前狛犬 溶岩流が生んだ 戦後の理科教育 銅鏡 安瀬神社奉納物 松本十郎書画 シカの足跡 輪島の漆器

紅葉山33号遺跡

縄文の玉類
続縄文の管玉

漆塗り弓 関帝信仰 二つの鮫様

古代人の食卓
石油王めざせ? 古石狩湾 珪藻土 四千年前のサケ漁

手稲山が生んだ 紅葉山49号遺跡 5000年前ハマナス

灯りの木

銛の柄
パイナップル草 魚たたき棒

世界遺産に 生振捷水路 知津狩川の最初

ナニワズ 見捨てられた川

オオムラサキ 中世のサケ漁

摺鉢山 縄文の木槌

お札

石狩の動画

火の用心
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200回の舞台は ここ！
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5千年前の海岸 紅葉山砂丘の遺跡 河川遺構

いちばん高い山 どこで雨出す?

ドラミング タイムカプセル

知津狩川の源流 フィールドサイン

サケマス漁 樺太アイヌ

勾玉 沼の魚

黄金山

石狩川調査地図 石狩川の主

中近世の紅葉山

江戸末期の石狩

一番古い写真 いちばん寒い日

遠ざかる河口 井上伝蔵の句碑

石狩空襲 俳句ロード チョウザメ 石狩の凱旋門

引札

石
狩
尚
古
社鰊漁場の写真

不
思
議
な
お
札 清酒千歳の看板 チョウザメの口 日の出政宗

明
治
の
看
板
復
元

石狩鍋の野菜 高橋儀兵衛 大地震・津波 カラスがカニを 林でプール? 恵比寿大黒信仰 安瀬神社 厚田日記

寄り鯨の地名 12万年前への階段 石狩の絵葉書

恵比寿像 石狩空襲 マイコレクション

番屋のスケッチ 番外編 無辜の民 琥珀の砂

石狩海岸

オニハマダイコン

テンキグサ

石狩おばけ?

座礁したクジラ

漂着物

訪花昆虫

石狩砂丘北端

キアゲハ

イカのカイ

太陽は丸くない 漂着ココヤシ たこ舟はどっち テンキ作り 世界最大魚出現 寛永通宝 今年も? 蜃気楼 漂着物の季節

いつの歯? 石狩の始まり 見える山

早春の木の花

木の落葉タイプ

瑠璃色の貝 石狩浜の巻貝 古代の技 イクラ誕生 マスクアマビエ土器の文様

海揚がりの神仏 菓子店の屋号 800年前の涙 ハママシケ陣屋 掛軸

化石海水

日本書紀

紅葉山49号遺跡

縄文の舟と櫂

1989年赤い光

ガラス乾板

ガラス乾板 石狩チバニアン 泥炭ストーブ 北は北じゃない 縄文の耳飾り

義経伝説

春の儚い命

地下に眠る鯨
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7

などの数字は「第〇回」を示しています。1

「
い
し
か
り
博
物
誌
」の
過
去
の
回
は
全
て
市
H
P
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

200回の舞台は ここ！
いしかり博物誌
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執筆者たち、推しのISHIKARI！
お

市民の皆さんに“これだけは知っておいてほしい”石狩のこととは?!
6人の執筆者たちが語る、とっておきのISHIKARI推し情報です♪ 

　

花
川
や
生
振
な
ど
市
南
部
の
平
地
で
は
、

地
下
か
ら
ク
ジ
ラ
の
骨
が
出
て
く
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。実
は
今
か
ら
６
千
年
前
、そ
の一
帯

は
古
石
狩
湾
と
呼
ば
れ
る
海
だ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
町
は
ど
う
し
て
低
い
、平
ら
な
土
地
が

広
が
っ
て
い
る
の
か
。地
形
に
も
全
て
、理
由
が

あ
り
ま
す
。そ
れ
を
意
識
し
て
ま
わ
り
を
見

直
し
て
み
れ
ば
、町
の
隠
れ
た
素
顔
が
見
え
て

き
ま
す
よ
。（
第
11
回「
石
狩
を
お
お
っ
て
い
た

海
―
―
古
石
狩
湾
」参
照
）

志
賀
健
司

古
石
狩
湾

　

石
狩
の
鮭
漁
は
大
量
に
獲
れ
る
こ
と
、ア

イ
ヌ
が
従
事
す
る
地
引
網
漁
と
い
う
エ
キ
ゾ

チ
ッ
ク
な
イ
メ
ー
ジ
が
江
戸
時
代
か
ら
関
心

を
呼
び
、明
治
か
ら
地
引
網
漁
が
行
わ
れ
な

く
な
る
昭
和
40
年
代
ま
で
観
光
資
源
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。全
国
に
知
ら
れ
る
石
狩
鍋
は
、

戦
後
も
続
い
た
鮭
地
引
網
観
光
ブ
ー
ム
に

よ
っ
て
全
国
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。（
第

92
回「
石
狩
観
光
の
は
じ
ま
り
」参
照
）

工
藤
義
衛

石
狩
観
光
の

　
　
は
じ
ま
り

　

黄
金
山
は
古
く
か
ら
浜
益
ア
イ
ヌ
が
人
々

を
守
っ
て
く
れ
る
神
聖
な
存
在
と
し
て
大
切

に
し
て
き
た
山
で
す
。ま
た
、「
こ
が
ね
や
ま
」

の
名
は
す
で
に
18
世
紀
末
か
ら
松
前
や
本
州

に
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
明
治
に
な
る

と「
ふ
る
さ
と
の
山
」と
し
て「
浜
益
富
士
」の

別
名
も
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。（
第
101
回「
黄
金

山
ピ
ン
ネ
タ
イ
オ
ル
シ
ぺ
」参
照
）

石
橋
孝
夫

浜
益
区
の
象
徴

　
　 

　
黄
金
山

　

石
狩
海
岸
は
、ハ
マ
ナ
ス
や
ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ

な
ど
の
海
浜
植
物
群
落
、エ
ゾ
ス
カ
シ
ユ
リ
な

ど
の
草
原
性
植
物
が
彩
る
海
岸
草
原
、大
規

模
な
カ
シ
ワ
の
天
然
生
海
岸
林
、そ
こ
に
暮

ら
す
多
様
な
生
物
相
な
ど
、全
国
的
に
も
数

少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
海
浜
の
自
然
が
見

ら
れ
る
場
所
で
す
。

　

25
年
前
の
執
筆
時
か
ら
変
化
し
た
部
分
も

あ
り
ま
す
が
、保
全
に
よ
っ
て
守
ら
れ
、今
な

お
生
物
多
様
性
に
富
ん
だ
海
浜
生
態
系
が
残

る
場
所
で
す
。（
第
18
回「
大
都
市
近
郊
に
残

る
自
然
海
岸
」参
照
）

内
藤（
前
野
）華
子

大
都
市
近
郊
に
残
る

　
　
　
　
自
然
海
岸

　

こ
の
遺
跡
で
は
、紅
葉
山
砂
丘
の
麓
を
流

れ
て
い
た
川
を
利
用
し
た
縄
文
中
期
の
人
々

の
暮
ら
し
の
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。と
く
に

川
の
跡
か
ら
は
、サ
ケ
を
捕
獲
す
る
た
め
の

杭
列
や
柵
、タ
モ
、魚
た
た
き
棒
、櫂
、た
い
ま

つ
な
ど
、約
４
千
年
前
の
希
少
な
木
製
品
が

数
多
く
出
土
し
ま
し
た
。
当
時
の
道
具
か

ら
、石
狩
の
サ
ケ
漁
の
ル
ー
ツ
が
み
え
て
き
ま

す
。（
第
142
回「
市
指
定
文
化
財　
石
狩
紅
葉
山

49
号
遺
跡
出
土
の
木
製
品
」参
照
）

荒
山
千
恵

石
狩
紅
葉
山

　
　
49
号
遺
跡

こ
い
し
か
り
わ
ん

専門は地質学・漂着物学・海辺学。地球の環境の変遷などを調べるとともに、石狩
の浜辺にどんなものが漂着し、それが持つ意味を研究しています。

専門は考古学。市内の遺跡や出土品の調査を中心に、地域の歴史・文化にかかわ
るモノ・コトについて研究しています。

　

石
狩
市
に
は「
サ
メ
様
」と
呼
ば
れ
る
神
様

が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。宝
珠
山
金
龍
寺
の
妙

鮫
法
亀
善
神
と
、石
狩
辨
天
社
の
妙
亀
法
鮫

大
明
神
で
す
。こ
の
サ
メ
は
い
わ
ゆ
る
海
の
鮫

で
は
な
く
チ
ョ
ウ
ザ
メ
で
、古
く
か
ら
石
狩
川

の
主
と
し
て
祭
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。サ
メ

様
は
い
ず
れ
も
鮭
漁
の
神
と
し
て
石
狩
の
漁

業
者
か
ら
あ
つ
く
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

（
第
15
回「
二
つ
の
鮫
様
」参
照
）

坂
本
恵
衣

サ
メ
様

専門は文化人類学。地域信仰について調べるとともに、石狩の人々の生活の中
で宗教がどのように考えられていたのか、歴史的変遷などを研究しています。

専門分野は植物生態学。石狩浜の生態系保全のための植生調査や植生管理、ハマナスの保全
再生に関わる活動などに携わっています。

専門分野は考古学と石狩史。石狩紅葉山49号遺跡の発掘を手がけたほか、
縄文時代から江戸時代に至るサケ漁の方法や文化について研究しています。

専門分野は考古学と風俗史。石狩独特の文化を研究する一環で石狩の食を
代表する「石狩鍋」の歴史やルーツについても調査しています。

さ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と

き
ん
り
ゅ
う
じ　
　
み
ょ
う

ほ
う
し
ゅ
ざ
ん

こ
う
ほ
う
き
ぜ
ん
し
ん

べ
ん
て
ん
し
ゃ

み
ょ
う
き
ほ
う
こ
う

だ
い
み
ょ
う
じ
ん

サ
メ

く
い
れ
つ

か
い


